
リスク管理体制図

理事会

総代会

常務会

リスク管理委員会ALM委員会

監事会

内部監査部門

法務リスク
（企画部）

（　）内は主管部署

オペレーショナルリスク

事務リスク
（事務部）

システムリスク
（事務部）

評判リスク
（企画部）

有形資産リスク
（総務部）

人的リスク
（人事部）

信用リスク
（融資部）

流動性リスク
（企画部）

市場リスク
（企画部）

リスク管理態勢

主なリスク管理について
● 信用リスク管理
　信用リスクとは、企業や個人への貸出金および利息が回収
不能になるリスクのことです。当金庫では、貸出資産の健全性
を維持するため、貸出審査部門と営業推進部門を分離し、厳格
な審査体制をとっています。また、実務研修の実施や、財務分
析システム、企業信用格付の活用など、貸出審査能力の向上を
図っております。

● 市場リスク管理
　市場リスクとは、資産（貸出金、有価証券等）・負債（預金等）
双方の金利変動に伴う「金利リスク」、株式や債券等の価格の
変動がもたらす「価格変動リスク」等により、保有する資産の
価値が変動し、損失を被るリスクのことです。当金庫では、市
場の変化による収益等への影響について予測・分析を行い、リ
スク全体を経営体力に見合った範囲内にコントロールするよ
う努めており、今後ともより健全な資産・負債のバランス、収益
体質の維持・管理体制の充実に努めてまいります。

● 流動性リスク管理
　流動性リスクとは、市場の混乱などのために資金調達や資
金繰りが難しくなることにより損失を被るリスクをいいます。
当金庫では、流動性・健全性の確保を重視した市場運用を行う

とともに、支払準備の充実に努め、日々の安定的な資金繰り態
勢を構築しております。また、不測の事態が発生した場合の資
金対応についても、あらかじめ手順を定め、迅速かつ適切に対
応できるよう備えております。

● オペレーショナルリスク管理
　オペレーショナルリスクには、「事務リスク」「システムリスク」

「法務リスク」等があります。
　「事務リスク」とは、役職員による事務上のミスや事故・不正
等により損害を被るリスクであり、当金庫では発生を未然に防
ぐために事務指導の徹底を図るとともに内部牽制機能の強化
等に努めています。また、監査部の実施する定期的な監査によ
り事故防止のための対策を講じています。
　「システムリスク」とは、コンピュータシステムの停止または
誤作動、コンピュータの不正使用などによって損害を被るリス
クであり、当金庫では、主要な業務について信用金庫業界が設
立したしんきん共同センターのオンラインシステムを導入して
おり、システムの安全管理は万全の体制で対応しています。
　「法務リスク」とは、金融機関の業務・経営に係る法令・内規
等に違反する行為ならびにその恐れのある行為が発生するこ
とにより、金融機関の信用失墜を招くなどの損失を被るリスク
であり、当金庫では、コンプライアンス(法令等遵守)態勢の強
化を図り、より高度な倫理観の確立に取り組んでいます。

統合的リスク管理態勢
　統合的リスク管理とは、金融機関が直面するリスクに関して、自己資本比率の算定に含まれないリスク（与信集中リスク、銀行勘
定の金利リスク等）も含めて、それぞれのリスク区分毎（信用リスク、市場リスク、オペレーショナル・リスク等）に評価したリスクを
総体的に捉え、金融機関の経営体力（自己資本）と比較・対照することによって自己管理型のリスク管理を行うことです。

リスク管理体制
　金融機関をとりまくリスク（さまざまな要因によって、経営に予期せぬ損失を与える危険性）は、急速に高度化・複雑化していま
す。当金庫では、リスク管理を経営の重要課題と位置づけたうえで、経営に関するすべてのリスクを総体的に捉え、適切なリスク・
コントロールを行い経営基盤を強固なものとするため、「統合的リスク管理態勢」の強化を図っております。管理すべきリスクは
各々の担当部署が適切に管理するほか、各々のリスクを統合的に管理するリスク管理課を企画部内に設置し、組織横断的にリスク
管理の調整を行い、「リスク管理の基本方針」を定めています。また、管理担当部署（委員会）や管理手法を定めた「管理規程」をリ
スクごとに策定し、定期的な分析により各リスクを把握・管理するとともに、理事長を委員長とするリスク管理委員会を開催し、重
要事項は理事会への付議・報告を行うなど、金庫全体としてリスクを制御するよう努めております。
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